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◎日本政治の現状と課題
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◎菅政権誕生の意味（１）

▽小選挙区制と派閥の変質

‣菅義偉首相＝１９９６年初当選。初の小選挙区制選挙

‣無派閥＝派閥とは何か。ポスト・公認を巡る集団

⇒「旧態依然の派閥政治」？ 戦わない派閥

麻生、細田、竹下３派会長の共同記者会見

起きたのは

‣主要派閥の相乗り＝バンドワゴン現象

‣自民党（国民政党、多様性）の変質

⇒異論が封じられる「権力の集中」

▽２５分から

◎菅政権誕生の意味（２）

▽実利優先の政策

‣携帯電話の料金引き下げ

‣行政のデジタル化

‣不妊治療の保険適用

‣ふるさと納税、インバウンド政策、ＧｏＴｏ



◎語っていないのは

‣携帯電話の料金引き下げ＝減税効果。公共料金は？

‣行政のデジタル化＝コロナの課題。行政基盤の弱体
化・保健所の再建

‣不妊治療の保険適用＝抜本的な少子化対策か

▽今後の社会保障政策、財政再建は？

◎見えない社会・国家像

▽小選挙区制＝５１％を取る万人受けする政策
⇒有権者が「嫌な」ことは語らない

▽失われた権力闘争＝構想を掲げる
ある意味での活力

⇒所得倍増、列島改造論、田園都市構想、ふる
さと創生


